
アンモニア態窒素計の塩素注入処理への転用

この点（図3①）をブレイクポイントと言い、この点を若干超えた点で制御するのが 塩素ブレイクポイント処理 となる。
また、塩素をアンモニア態窒素の 10 倍量注入 する事が必要だと言われている。

塩素ブレイクポイント処理

課題
アンモニア態窒素の量を正確に把握せずに注入すると、
● 過 注 入
● 注入不足
という問題を抱える事となる。

純水等（高純度水）へ塩素注入する場合
注入量=遊離塩素量となる。（図 1）

塩素を消費する成分がある場合（鉄分等）
ある一定点から結合塩素+遊離塩素が発生する。（図 2）

アンモニア態窒素が含まれる場合
一定量までは結合塩素を生じ、さらに注入を継続すると
ある点から結合塩素量が減少する。
そして、ある一定点まで低下した後、注入量に比例して
遊離塩素濃度が増加する。（図 3）

：不必要な薬品代発生、次の処理工程へ高負荷等
：処理不足による基準値Over 等

HORIBA センサの特長

測定の安定性を
センサ構造にて解決
（特許）

● サンプル吸水により測定に悪影響
 （特に低濃度で顕著）

● 内部液を最適化

A

測定中の劣化診断
（特許）

● 各イオンチップの劣化度の目安を内部で監視

B
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サンプル － 内部液間の塩濃度差による吸水

・内部液の濃度変化による指示値変化
・内圧変化による消耗

水道水や、工場用水、排水（めっき、半導体、化学系工場）
などの水処理においてはアンモニア態窒素を塩素注入
にて処理する事が一般的である。

計測における訴求ポイント
Ⓐ測定の安定性（センサ寿命も含む）
Ⓑ突発的な故障が少ないセンサ
© 測定簡便性（測定試薬不要）
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■ アンモニア態窒素仕様
AM-2000 : 工業用アンモニア態窒素センサ本体
7691 : アンモニウムイオンチップ、7692 : 補正用カリウムイオンチップ、7211 : 比較チップ
生物処理反応槽

濃度
0～1000mg/L（表示範囲: 0～2000mg/L）
設定可能レンジ
1000（2000）、100.0（200.0）、10.00（20.00）mg/L　　初期設定は10.00（20.00）mg/L

湿度 0～40℃（表示範囲: -10～110℃）

温度 0.1℃

適合温度素子 白金抵抗体 : 1kΩ(0℃）
温度測定範囲 0～40℃
温度校正機能 基準温度計との比較1点校正
補償範囲 カリウムイオン濃度がアンモニウムイオン濃度の10倍以下かつ1,000ppm以下
補償誤差 ±20%（読み値）
校正方法、校正点数 標準液校正（2点）
標準液の種類 1-10mg/L、10-100mg/Lより選択
付加機能 校正不良自動判定（不斉電位、感度、安定性）　　校正履歴（不斉電位、感度）
調整方法、調整点数 手分析との合わせ込み（1点）、検量線入力機能（1次式）
付加機能 調整履歴（前回調整経過日数、合わせ込み係数）
校正エラー 不斉電位異常、感度異常、応答時間異常、温度校正範囲外
センサ診断エラー イオンチップ劣化、比較電極インピーダンスエラー、温度センサ短絡、温度センサ断線、温度測定範囲外、センサ通信エラー
変換器異常 CPU異常、ADC異常、メモリ異常

濃度 繰り返し性 読み値に対して3%±1digitまたは0.2mg/L±1digitどちらか大きいほう（標準液にて）

温度 繰り返し性 ±0.3℃（等価入力にて）
直線性 ±0.3℃（等価入力にて）

濃度 0.01mg/L : 0.00～10.00mg/L　　0.1mg/L : 0.0～100.0mg/L　　1mg/L : 0～1000mg

本体形式
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フィールドテスト実例 東京都下水道局殿との共同研究データ ※下水処理場の反応槽での実証結果
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評 価 期 間 :6 ヵ月間
サンプル数 :117
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